KM (knowledge management)
ナレッジ・マネジメント

◆定義◆
個人の持つ知識や情報を組織全体で共有し、有効に活用することで業績を上げようという経営手法。日本語では「知識管理」、「知識経営」などと訳される。この場合の知識・情報とは、文章,数学的表現,技術仕様,マニュアルなど形式言語によって表される「形式知」だけではなく、経験則や仕事のノウハウといった、普段はあまり言語化されない無形の要素を含んだ「暗黙知」までを含んだ幅広いものを指す。
◆特徴◆

①KMは“情報化の進展による目まぐるしい環境変化の中で、企業が競争に勝ち残るために他社に先んじて新しいナレッジを生み出す組織を作ることが必要である”“企業価値の拡大のために継続的なナレッジワーカー（ホワイトカラー）の労働生産性向上、更には成長と自己実現が必要である”などの考えのもとで日本では1990年代以降に普及してきた。
②「個人の知識や情報を組織的に共有し、より高次の知識を生み出す」ということを主眼に置いたKMにおいて、その実現のために下図のようなSECI（セキ）モデルというプロセスが提示されている。

ここでいう共同化とは、組織内の個人、または小グループでの暗黙知共有を指し、表出化とは、各個人、小グループが有する暗黙知を形式知として洗い出すこと（対話等）を指し、連結化とは、洗い出された形式知を組み合わせ、それをもとに新たな知識を創造することを指し、内面化とは、新たに創造された知識を組織に広め、新たな暗黙知として習得することを指す。つまりKMとはSECIモデルを繰り返し用いて、個人の知識や情報をみんなで共有して、それをもとにあらたな知識や知恵を創造して経営に生かしていこう、ということである。
③KMを浸透させることにより、個人の能力の育成や、組織全体の生産性の向上、意思決定スピードの向上、業務の改善や革新の場の提供が実現できるとされている。
◆発表の枠組み◆
　今回の発表はまず①KMの定義や1990年代のKMについて説明する。次に②KMの訳語の違いの点から、効率化のツールとしての「知識管理」と経営手法としての「知識経営」の2つの視点で事例を交えてKMの現状を探る。そして③今後のKMの将来展望や課題を探っていく。という流れで発表する。
※『経営用語の基礎知識』の「ナレッジ・マネジメント」（P.17）を読んでおいてもらいたい

以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨田　大史
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